
2627 I-StyleI-Style

　

公
共
施
設
白
書（
以
下
、
白
書
）

は
、
市
が
所
有
す
る
公
共
施
設
等

の
維
持
管
理
・
運
営
の
あ
り
方
を

検
討
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
で
す
。

　

市
の
公
共
施
設
に
は
、
建
築
か

ら
30
年
以
上
を
経
過
す
る
も
の
が

多
い
こ
と
に
加
え
、
市
町
村
合
併

に
よ
る
施
設
の
重
複
や
偏
在
な
ど

の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
10
〜

20
年
後
に
は
、
老
朽
化
し
た
施
設

の
大
規
模
改
修
や
、
建
て
替
え
が

同
時
期
に
集
中
す
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
と
共
に
年
少

人
口
の
減
少
や
老
年
人
口
の
増
加

な
ど
、
公
共
施
設
を
取
り
巻
く
環

境
は
変
化
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

住
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
ニ
ー
ズ

の
多
様
化
な
ど
も
加
わ
り
、
公
共

施
設
の
利
用
需
要
は
大
き
く
変
化

し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

公
共
施
設
白
書
と
は

市
の
公
共
施
設
の
現
状
を
明
ら
か
に

一
関
市
公
共
施
設
白
書
を
作
成

　

平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
の
市

が
所
有
す
る
施
設
数
は
、
９
６
５

施
設
で
、
総
延
床
面
積
は
約

76
万
６
千
平
方
㍍
で
す
。
建
物
系

施
設
の
保
有
状
況
を
用
途
別
に
示

し
た
も
の
が
表
❶
で
す
。

　

延
床
面
積
の
内
訳
は
、
学
校
教
育

系
施
設
の
約
26
万
７
千
平
方
㍍
が
最

大
で
３
４・９
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

建
築
か
ら
31
年
以
上
を
経
過
す

る
施
設
が
全
体
の
約
40
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
今
後
、
施
設
の
老
朽
化

が
進
み
、
修
繕
や
維
持
管
理
の
費

用
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

総
務
省
が
公
表
し
て
い
る「
公

共
施
設
等
更
新
費
用
試
算
ソ
フ
ト

仕
様
書
」
に
基
づ
い
て
今
後
40
年

間
の
更
新
費
用
を
試
算
す
る
と
、

建
物
と
道
路
、
橋
り
ょ
う
、
下
水

道
の
更
新
に
必
要
な
費
用
は
約

６
３
５
２
億
円
と
算
出
さ
れ
ま
す
。

１
年
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、
約

１
５
８
・８
億
円
の
支
出
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
市
の
今
後
10
年
間
の

財
政
見
通
し
に
お
け
る
建
物
と
道

路
、
橋
り
ょ
う
、
下
水
道
の
更
新
の

た
め
に
確
保
で
き
る
予
算
の
年
平

均
額
70
・
９
億
円
を
大
き
く
上
回

り
ま
す
。

　

公
共
施
設
等
の
更
新
費
用
と
し

て
、年
平
均
87
・９
億
円
が
不
足
し
、

建
物
、
道
路
、
橋
り
ょ
う
、
下
水
道

の
半
数
以
上
は
、
現
状
の
ま
ま
維

持
し
て
い
く
こ
と
が
困
難
と
予
測

さ
れ
ま
す
。

　

上
水
道（
簡
易
水
道
含
む
）
に
つ

い
て
は
、
平
成
28
年
３
月
に
策
定

し
た
一
関
市
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン

で
示
し
て
い
ま
す
。
将
来
更
新
費

用
は
、
平
成
31
年
以
降
の
30
年
間

　

４
割
が
築
31
年
以
上

で
７
４
３
・
４
億
円（
年
平
均
24
・

８
億
円
）
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

●
財
政
状
況
へ
の
対
応

　

市
税
収
入
は
、
こ
こ
数
年

１
２
０
億
円
前
後
で
推
移
し
て
い

ま
す
。
今
後
は
生
産
年
齢
人
口
の

減
少
に
伴
い
、
税
収
の
減
少
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
一
方
、
歳
出
で
は

高
齢
化
社
会
の
進
行
に
伴
う
扶
助

費
の
増
加
も
予
想
さ
れ
、
財
政
状

況
は
一
層
厳
し
く
な
る
と
見
込
ま

れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、公
共
施
設
等
の
維
持

管
理
・
運
営
は
、限
ら
れ
た
財
源
で

効
率
的
な
投
資
に
よ
り
、機
能
を
維

持
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
人
口
減
少
等
へ
の
対
応

　

市
の
人
口
は
、
昭
和
30
年
の

17
万
４
３
４
２
人
を
ピ
ー
ク
に
、平

成
27
年
国
勢
調
査（
速
報
値
）
で

は
12
万
１
６
２
５
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。
年
齢
３
区
分
別
の
人
口
割

合
の
推
移
の
う
ち
老
年
人
口
割
合

は
増
加
傾
向
で
、
平
成
42
年
に
は

41
％
に
達
し
ま
す
。
年
少
人
口
割

合
は
平
成
27
年
の
11
・
６
％
か
ら

平
成
42
年
に
は
９
・
１
％
に
、
生
産

年
齢
人
口
割
合
は
平
成
27
年
の

55
％
か
ら
平
成
42
年
に
は
50
％
に

な
る
と
推
計
さ
れ
ま
す
。
人
口
減

少
と
少
子
高
齢
化
が
こ
れ
ま
で
以

上
に
進
行
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　

人
口
構
成
の
変
動
に
伴
う
市
民

ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
し
た
、
適
正

な
公
共
施
設
の
総
量
や
規
模
、
機

能
の
再
編
成
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

●
施
設
の
老
朽
化
へ
の
対
応

　

市
の
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
は
、

随
時
更
新
の
時
期
を
迎
え
、
更
新

費
用
が
増
大
す
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
ま
す
。
将
来
更
新
費
用
の
試
算

ど
お
り
に
大
規
模
改
修
・
建
て
替

え
へ
の
投
資
を
継
続
す
る
と
、市
の

財
政
や
他
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
重

大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
大
規
模
改
修
や
建

て
替
え
を
全
体
的
に
抑
え
、
中
長

期
的
な
視
点
で
計
画
的
・
戦
略
的

な
公
共
施
設
の
再
編
成
や
管
理
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

更
新
費
用
と
財
政
状
況

　

こ
の
白
書
を
活
用
し
な
が
ら
、公

共
施
設
等
の
適
正
管
理
に
向
け
た

市
全
体
と
し
て
の
基
本
的
な
考
え

方
や
取
り
組
み
の
方
向
を
示
す「
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
の
策
定

を
進
め
ま
す
。

　

今
後
の
取
り
組
み

　

現
状
と
課
題

表❶　建物系施設の用途別保有状況

　

９
６
５
施
設
の
内
訳

用途分類 施設数 延床面積合計 延床面積割合

市民文化系施設 113	 89,029	㎡	 11.6%
社会教育系施設 15	 19,512	㎡		 2.5%
スポーツ・レク系施設 79	 88,940	㎡	 11.6%
産業系施設 34	 45,440	㎡ 5.9%
学校教育系施設 67	 267,590	㎡	 34.9%
子育て支援施設 45	 22,446	㎡ 3.0%
保健・福祉施設 15	 16,392	㎡ 2.2%
医療施設 5	 2,931	㎡ 0.4%
行政系施設 216	 58,112	㎡ 7.6%
公営住宅施設 55	 70,768	㎡ 9.2%
公園施設 64	 2,119	㎡ 0.3%
道路・河川施設 9	 938	㎡ 0.1%
運輸・通信施設 12	 360	㎡ 0.0%
下水道施設 16	 11,433	㎡ 1.5%
その他施設 67	 4,298	㎡ 0.6%
医療施設（病院会計） 13	 12,090	㎡ 1.6%
普通財産（建物） 140	 53,904	㎡ 7.0%

合計 965	 766,302	㎡ 100.0%

インフラ系施設 延長・面積 インフラ系施設 延長・面積

道路（市道）
面積 20,695,447㎡

橋りょう

面積 97,796㎡

実延長 4,357,236ｍ 実延長 17,028ｍ

道路（自転車歩行者道）
面積 10,049㎡ 橋数 1,221橋

実延長 1,503ｍ
上水道（簡易
水道含む）

導水管

延長

47,143ｍ

下水道（管渠） 延長 338,449ｍ 送水管 145,139ｍ

農業集落排水（管渠） 延長 92,983ｍ 配水管 1,905,152ｍ

表❷　インフラ系施設の保有状況

表❸　今後 40 年間の建物、道路、橋りょう、下水道の更新に必要な費用の試算結果更新費用

　

さ
ら
に
、
平
成
29
年
度
以
降
に

施
設
区
分
ご
と
の
具
体
的
な
対
応

方
針
を
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
適
正
な
施
設
配

置
や
施
設
の
長
寿
命
化
な
ど
、
将

来
を
見
据
え
た
公
共
施
設
の
あ

り
方
を
住
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
検
討
し
ま
す
。

下水道整備額

橋りょう整備額

道路整備額

公共施設整備額

200 億円

150 億円

100 億円

50 億円

0

■　下水道更新費用
■　橋りょう更新費用
■　道路更新費用
■　建物更新費用

　…❶

…❷

　…❸

❶40年間の建物、道路、橋りょう、下水道の更新に必要な費用／年平均158.8億円❷今後不足が見込まれる更新費用／年平
均87.9億円❸建物、道路、橋りょう、下水道の更新のために確保できる予算／ 70.9億円
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　　　　問本庁　　　　問本庁財政課☎㉑8233財政課☎㉑8233

［公共施設白書］


